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【道をひらく】 松下幸之助／著 
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－10月－ 

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31   

 
－11月－ 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

 
休  館 

8:30～17:00 

8:30～18:00 

8:30～20:00 

10：00～17：00 

 

閉館時間はＨＰ
より最新情報を
ご確認下さい。 

http://lib.nbu.ac.jp/ 

図書館 HP(OPAC) 

図書館だよりバックナンバーの見方 開館カレンダー 

このQRコードからバックナンバーの 

ページに行けるよ！ぜひ見てね！ 

2024. 

10.27～11.9 

防災関連本は受付カウンター前のコーナーに設置しています。 

10/19・20一木祭 
10時～17時の間 
開館します！ 

防災関連の本を集めました！ 

地震に限らず、災害はいつ起こるかわかりません。この機会に 

防災グッズ・食料だけでなく知識も蓄えておきましょう。 

 

図書館HP(OPAC) 

を開きます。 

ここをCLICK！ 

バックナンバー（PDF版） 
の一覧が表示されます。 

もしも図書館にいるきに      が起きたら・・・ 
 

     

防災グッズ 

完全ガイド 

 数ある防災グッズをプロとと

もに徹底検証！絶対に役立つ

モノのみ厳選しています。 

 

    キャンプ気分ではじめる 

おうち防災 

チャレンジBOOK 

アウトドアのスキルとグッズで

在宅避難に役立つライフハック

やアイデアが満載の 1冊です。 

 

    

トイレからはじめる 

    防災ハンドブック 

災害とトイレについての基本知識

から、避難所での時間を快適に保つ

ための工夫など、専門家が分かりや

すく解説しています。 

 

書棚・ガラス窓から
離れ机の下に隠れ
ます！ 

隠れる場所が無
い場合は、本や鞄
で頭を守ります。 

慌てて飛び出さず
揺れが収まるのを
待ちましょう。 

エレベータの中にいる場合、全ての階の
ボタンを押し、停止した階で降ります。
閉じ込められたら非常ボタンを押して
救助を待ちます。 

避難場所は野外ステージです。教職員の指示に従い慌てずに避難します。 

その際必ず貴重品やスマートフォンを持ち出しましょう。          
 

【▶こちら】を 

CLICK！ 

（紀伊國屋書店 HP より抜粋） 

（晋遊舎 HP より抜粋） 

今年も読書週間が始
まります。 
この機会に気になっ
ていた本など手に取
ってみませんか？ 

地震にあったらどうしよう！？ 

紹
介
し
て
い
る
図
書

は
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あ
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今
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三
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を
迎
え
る
、
現
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さ
ん
の

本
で
す
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雑
誌
の
裏
表
紙
に
連
載
さ
れ
て
い
た
短
編

の
エ
ッ
セ
イ
を
一
冊
に
ま
と
め
た
本
で
、
見
開

き
二
ペ
ー
ジ
に
一
節
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

一
節
紹
介
し
ま
す
。 

『
自
分
に
は
自
分
に
与
え
ら
れ
た
道
が
あ

る
。
（
中
略
）
自
分
だ
け
し
か
歩
め
な
い
、

二
度
と
歩
め
ぬ
か
け
が
え
の
な
い
こ
の

道
。
』 

こ
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
上
で
勇
気
づ
け

ら
れ
る
よ
う
な
、
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
よ
う

な
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
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ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
読
ん
で
見
て
下
さ
い
ね
。 

松
下
幸
之
助 

原田 敦史先生 
機械電気工学科 准教授 

私が薦めるこの１冊 
第１８回 

前号小野寺先生の回は【第１７回】となります。訂正してお詫び申し上げます。 

石橋を叩けば渡れない。/ 西堀 栄三郎 
著者の西堀栄三郎の肩書は，技術者，科学者，探検

家です。第一次南極観測越冬隊長として日本初の南極

越冬を成功に導き，さらに日本初の真空管「ソラ」の開

発と量産化に成功するなどしました。その他にも，原子

力研究所の理事として東海村の原子力発電所の開発

に携わったり，70歳の時にネパールの未踏峰ヤルン・

カン登山隊長となり、5500mのベースキャンプまで行

ったりと，普通の人であれば一つ成し遂げるだけでも

大変なことを，いくつも成功させた，知力と体力を持っ

た人物になります。 

紹介させていただいた本に書かれている南極のこと

に注目してみれば，第一次南極越冬隊は，1956年ので

きごとであり，終戦から 10年という時期になります。

このころの南極は未知の土地であり，この場所に基地

を作り，越冬するというプロジェクトになります。現在

は，分からないことがあれば，インターネットで調べた

りして，多くのヒントをもらうことができます。当時

は，十分な情報が得られず，技術も乏しい中で，未知の 

」  ことにチャレンジすることになります。 

 

 

 

南極越冬隊のできごとを題材として，困難なことに

挑戦する大切さやリーダーとしてのチームのまとめ

方などが書かれています。昨今の日本は，経済や出生

率など，「縮小」や「安定」という言葉がニュースで

流れてきます。現代と比べると，さまざまな面で恵ま

れず，金銭面や技術面で劣っていた戦後の日本で，失

敗するかもしれない未知のことに対してチャレンジ

していた日本人の強さや活気を感じることができま

す。 

著者に関する本は複数出版されていますが，私自

身も新しいことに取り込もうとするときや，少し挫け

そうになったときに読むようにしています。一般的な

ことわざは「石橋を叩いて渡る」ですが，この本のタ

イトルは「石橋を叩けば渡れない」という名前となっ

ています。この本のタイトルだけだと，前に進むこと

の大切さを説明しているように感じますが，それだ

けでは終わらず，若い人に対して挑戦すること， 

また，チームやグループとして物事を成し遂げる 

大切さが書かれています。 

http://lib.nbu.ac.jp/

